
討議年月日：令和　6年　3月　1日

公表：令和　　年　　月　　日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名　ぴぃす なるみ

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースと
の関係で適切である

6 0
なるべく物を置かないようにし
収納棚を利用し広く使えるス
ペースを確保しています

低学年と高学年のスペースを必要に応じて
分けることにより、より適切な支援ができよう
工夫していきます

2 職員の配置数は適切である 6 0
障がいの特性などを考慮し必
要に応じて職員を規定以上の
配置をし対応しています

道路状況により送迎に時間がかかってしま
うことが多くあるため、送迎できる職員の充
実を図りたいと思います

3
事業所の設備等について、バリアフ
リー化の配慮が適切になされている

3 3
開所の際の工事で、できるだ
け段差をなくすようにしました

構造上、すべての段差をなくすことはできま
せんでしたが、危険がないよう注視して支援
しています

4
業務改善を進めるためのPDCAサイ
クル（目標設定と振り返り）に、広く職
員が参画している

5 1

個別支援計画に基づいた支
援会議を毎月行い、個々の課
題について話し合いを行って
います

勤務体制上、会議に参加することができな
い職員にも個別支援計画の内容を周知し、
支援の統一を図れるようにしていきます

5

保護者等向け評価表を活用する等に
よりアンケート調査を実施して保護者
等の意向等を把握し、業務改善につ
なげている

5 1
送迎時の何気ない会話からも
保護者の意向を見つけるよう
にしています

人事異動が多く、前年度に行ったアンケート
の結果や業務改善についての引継ぎが十
分に行えていないため、改めて必要に応じ
たアンケート調査の実施を検討します

6
この自己評価の結果を、事業所の会
報やホームページ等で公開している

3 3
グループ全体のHPに掲載し
公表しています

掲載している場所がわかりにくい、見れない
という意見があったため改善を検討していき
ます

7
第三者による外部評価を行い、評価
結果を業務改善につなげている

1 5 外部評価は行っておりません

8
職員の資質の向上を行うために、研
修の機会を確保している

5 1
多くの職員が参加できるよう
にシフト調整に努めています

全職員が参加できる研修の機会を設け、虐
待防止、身体拘束の廃止等の知識や支援
に対する意識の統一を図れるようにしていき
ます

9

アセスメントを適切に行い、子どもと
保護者のニーズや課題を客観的に分
析した上で、放課後等デイサービス
計画を作成している

6 0

面談・契約時に、事業所に求
める意向や支援に対する課題
等をお聞ききした上で作成し
ています

客観的に分析することが大事で、保護者様
のご意向を参考にさせていただき、お子様
の成長に繋げていける課題を提示できるよ
う、支援計画の見直しを行っていきます

10
子どもの適応行動の状況を把握する
ために、標準化されたアセスメント
ツールを使用している

5 1

アセスメントを行う際にアセス
メントシートを使用し、お子様
の状況をお聞きしながら作成
しています

お子様の状況把握に必要な情報が、現在使
用しているアセスメントシートで補うことがで
きているのか、アセスメントシートの改善も含
め見直しを検討していきます

11
活動プログラムの立案をチームで
行っている

6 0
大まかな活動は担当職員が
考え、内容については職員間
で話をしながら決めています

意見やアイデアをみんなが積極的に出せる
ように、それぞれの意見を否定することなく、
活動内容が適切であるかどうかを話し合うよ
うにしていきます

12
活動プログラムが固定化しないよう工
夫している

6 0

四季を感じられるような活動
やイベントを取り入れ、また同
じ曜日に活動内容がなるべく
重ならないようにしています

ビジョントレーニングやもっと個々の課題に
向き合えるよう、個別課題に取り組む活動
内容を増やしていきたいです

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題
をきめ細やかに設定して支援してい
る

6 0
平日の短時間、休日の長時
間に合わせ、活動内容を考え
ています

状況によって、きめ細やかには設定できな
かったり、設定どおりにいかないことも多い
ため、振り返りを行い反省点を次の支援に
活かせるようにしていきます

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集
団活動を適宜組み合わせて放課後
等デイサービス計画を作成している

6 0
個々の成長、ニーズ、課題に
合わせて、活動の中で課題を
設定し計画作成しています

集団行動が苦手なお子様が多いことから、
課題としても必然的に集団活動を設定する
ことが多くなってしまうため、もっとバランスよ
く組み合わせていけるように考えていきます

15
支援開始前には職員間で必ず打合
せをし、その日行われる支援の内容
や役割分担について確認している

5 1
その日の活動担当職員が活
動の流れを決め、各職員に伝
達しています

朝の申し送りに加え、勤務体制上参加でき
ない職員には個別で対応し、情報共有の漏
れがないよう努めていきます
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16

支援終了後には、職員間で必ず打合
せをし、その日行われた支援の振り
返りを行い､気付いた点等を共有して
いる

5 1
職員間の報連相を徹底してい
ます

送迎の遅れなどで、支援終了後は十分に時
間が取れない日もあるため、担当した職員
が業務日報に記入し、翌日申し送り等で報
告するようにして対応していきます

17
日々の支援に関して正しく記録をとる
ことを徹底し、支援の検証・改善につ
なげている

5 1

口頭での申し送りの他、ヒヤリ
ハット等報告書に記録し職員
間で周知できるようにしていま
す

日々気づきを大切に、児童の言動で気に
なったことがあればその都度報告するように
し、職員間で情報共有することで、より良い
支援に繋げていきます

18
定期的にモニタリングを行い、放課後
等デイサービス計画の見直しの必要
性を判断している

6 0
保護者とのモニタリングを参
考にした上で、個々の課題の
見直しを行っています

定期的に個別支援計画に基づく支援会議を
行い、計画案をもとに職員間で課題の見直
しについて話し合っていきます

19
ガイドラインの総則の基本活動を複
数組み合わせて支援を行っている

5 1
活動が偏らないよう、様々な
活動を計画し取り組んでいま
す

会議等で定期的に総則の基本に立ち返り、
確認し合うことで、基本を意識した支援を
行っていきます

20
障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議にその子どもの状況に精通
した最もふさわしい者が参画している

6 0

必要に応じて開催
相談員、他事業所の児発管、
保護者とともに話し合いを行っ
ています

現在、児童発達支援管理者が参加してきま
したが、直接的支援を担当する職員にも参
加してもらえるよう、調整をしていきたいと思
います

21

学校との情報共有（年間計画・行事
予定等の交換、子どもの下校時刻の
確認等）、連絡調整（送迎時の対応、
トラブル発生時の連絡）を適切に行っ
ている

5 1
主に保護者と情報共有し、必
要に応じて都度学校との連絡
調整を行っています

学校以外にもトワイライトや学童、スクール
バスへの送迎もあるので、連絡ミスに気を付
け各所適切に対応していきます

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入
れる場合は、子どもの主治医等と連
絡体制を整えている

現在、受け入れておりません

23

就学前に利用していた保育所や幼稚
園、認定こども園、児童発達支援事
業所等との間で情報共有と相互理解
に努めている

1 5

現状として機会がなかったので行っておりま
せんが、児童発達支援事業所からの移行で
利用になる児童に関しては必要に応じて連
携を図り情報共有に努めていきます

24

学校を卒業し、放課後等デイサービ
ス事業所から障害福祉サービス事業
所等へ移行する場合、それまでの支
援内容等の情報を提供する等してい
る

1 5
現段階では対象の児童がおらず行っており
ませんが、今後対象の児童がいる場合には
積極的に情報提供を行います

25
児童発達支援センターや発達障害者
支援センター等の専門機関と連携し、
助言や研修を受けている

1 5

現状として機会がありませんでしたが、必要
に応じて積極的に助言やアドバイスをいただ
くことで、より良い支援に繋げていけるよう連
携を取っていきます

26
放課後児童クラブや児童館との交流
や、障がいのない子どもと活動する機
会がある

2 4
児童館や公園などに出掛け、
交流する機会を作っています

人見知りあり、場所慣れにも時間がかかる
等の理由から積極的な交流は少なかったで
すが、今後交流する際はトラブルに発展しな
いよう見守りながら支援を行っていきます

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的
に参加している

4 2
児童部会や協議会主催の研
修などに参加しています

業務の都合上時間が合わず積極的には参
加できていませんが、情報収集にもなる貴
重な機会なので、シフトを調整しできるだけ
参加できる体制を作っていきます

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝
え合い、子どもの発達の状況や課題
について共通理解を持っている

6 0
連絡帳や送迎時に様子をお
伝えし、何気ない会話も大切
にしています

日頃から気になる言動があれば、些細なこ
とでもお伝えし、そこから見えてくる課題を共
有することで、一緒に課題に向き合っていき
ます

29
保護者の対応力の向上を図る観点か
ら、保護者に対してペアレント･トレー
ニング等の支援を行っている

0 6
ペアレントトレーニングについて学ぶ機会を
つくり、保護者のニーズが合えば取り入れて
いきたいと思います

30
運営規程、支援の内容、利用者負担
等について丁寧な説明を行っている

6 0
面談・契約時に説明しており
ます

ご質問等あれば、お気軽にお問合せくださ
い　　　　　　　　丁寧に対応させていただきま
す

31
保護者からの子育ての悩み等に対す
る相談に適切に応じ、必要な助言と
支援を行っている

6 0
状況に合わせ、面談や電話、
ご自宅に伺うなどし対応して
います

子育てに関する悩みを同じ目線に立って受
け止め、少しでも軽減できるよう、今後も心
を込めて適切に対応していきます

32
父母の会の活動を支援したり、保護
者会等を開催する等により、保護者
同士の連携を支援している

1 5

仕事をされている方が多く保護者会等は開
催しておりませんが、ニーズがあれば保護
者同士が交流する機会を検討したいと思い
ます
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33

子どもや保護者からの苦情につい
て、対応の体制を整備するとともに、
子どもや保護者に周知し、苦情が
あった場合に迅速かつ適切に対応し
ている

6 0
苦情については真摯に受け止
め迅速丁寧に対応しています

苦情については真摯に受け止め迅速に対
応していますが、すぐに改善策を出せない
場合については丁寧に説明しご理解を頂け
るように努め、なるべく早く改善策を提示で
きるようにしていきます

34
定期的に会報等を発行し、活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報を子
どもや保護者に対して発信している

6 0

お便り（なるみ通信/年4回）発
行、日ごろの活動の様子は
SNS（インスタグラム）で発信し
ています

個人情報の取扱いに厳重注意しながら、今
後も活動の様子を知ることで安心して頂ける
よう情報発信に努めていきます

35 個人情報に十分注意している 6 0
鍵付きの書庫に個別にファイ
リングし保管しています

書類の配布については保護者氏名を二重
チェックし配布ミスを防ぎます

36
障がいのある子どもや保護者との意
思の疎通や情報伝達のための配慮
をしている

6 0
絵カードやホワイトボードを使
用し視覚支援を行っています

常に子供の立場に立って物事を考え、発語
のあるなし関係なく意思疎通を図る手段を
見つけ、信頼関係の構築を図ります

37
事業所の行事に地域住民を招待する
等地域に開かれた事業運営を図って
いる

0 6
日ごろから挨拶は大事にしていますが、これ
からは近所の店舗に買い物に行くなど、でき
る範囲で交流を深めていきます

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、
職員や保護者に周知している

2 4 マニュアルは策定されています

策定されてはいるものの、全職員に周知が
行き渡ってはいないのが現状であるため、
内容の把握に努め、スムーズに活用できる
ようにしていきます

39
非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出その他必要な訓練を行って
いる

6 0
火災や地震等において、それ
ぞれの避難方法を学ぶため、
月に1回行っています

一時避難先が2か所あるため、避難経路の
再確認と見直しを早急に行い、普段から災
害に対する意識を強く持って訓練していきま
す

40
虐待を防止するため、職員の研修機
会を確保する等、適切な対応をしてい
る

6 0
グループ全体で委員会を設置
し、定期的に研修を行ってい
ます

事業所内でも研修報告をし、虐待防止・身体
拘束について、周知徹底を図っていきます

41

どのような場合にやむを得ず身体拘
束を行うかについて、組織的に決定
し、子どもや保護者に事前に十分に
説明し了解を得た上で、放課後等デ
イサービス計画に記載している

6 0

命の危険がある（飛び出しな
ど）やむを得ない場合のみ行
うことを契約時に説明させて
いただき、支援計画にも記載
しています

やむを得ず拘束をした場合には、なぜ行っ
たのか必ず記録をし、今後の対策改善も含
め、適切な対応について職員間で話し合
い、全職員に周知していきます

42
食物アレルギーのある子どもについ
て、医師の指示書に基づく対応がさ
れている

4 2
面談、契約時にアレルギーの
有無と対応について確認して
います

服薬が必要な際には投薬依頼書（医師から
処方されたものに限る）を提出して頂いてお
ります

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所
内で共有している

5 1
事例集としてだけでなく、業務
日報にも記録をし、目を通して
もらっています

その日の報告としてだけでなく、全職員で共
有できるよう会議の議題にあげ、対応につ
いて話し合い、再発防止に努めていきます
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名　ぴぃす なるみ


